
3 学年HP

4 パワーワード 生き方・取組み方の参考となる言葉

【成功のための要素・条件】

1 定期考査出題範囲表（裏面）

2 テスト受験の流儀　【考査のルーティン】

０．定期考査受験上の注意を確認する。

１．目標設定

やや高めに設定・見える場所に貼るなど意識しやすくする。

２．計画

学習スケジュールを決める。（Googleカレンダーに入力）

３．実行　：　計画したスケジュールで学習を進める。

わからない所は、学校で質問をしてやり方を調べておく。

４．評価　：　結果が出たら、目標点数一覧に記入。

間違えた問題は解きなおして、次は正解できるようにする。

このような習慣は、社会でもとめられる「課題解決能力」の向上につな

がります。

　5月17日（火）に探究スタートアップ講習と

して自己探究講習を実施しました。その内容や

資料・生徒の振り返りの意見などを掲載しまし

たので、是非ご覧ください。

　人は能力があっても必ず成功するわけではありません。能力

は必要な要素ですが、それだけではうまくいかないものです。

それ以外にどのような要素・条件が必要なのでしょうか？絶対

的な答えはありませんが、失敗した人と比較してみると必要な

要素が見えてきます。自分がいくつ条件をクリアしているか？

確認してみましょう。

第1回定期考査1週間前

定期考査は、これまでの自分の学習活動の評価としても活用するこ

とができます。

努力の質が向上することにより、今後の目標達成に必要な能力を身に

つけるのにかかるであろう時間を短縮させることができる可能性が高く

なります。目標達成への自信や自己肯定感の向上にもつながりますので、

好き・嫌いといった感情をコントロールして、「やったらできる」「で

きるように努力する」と言い聞かせて、自分と結果をコントロールでき

るようにしましょう。
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